
研究所図書室には先生方の教材研究や理論研究に役立つ書物
が多数蔵書されています。図書搬送システムを使用しての貸
し出し可能です。是非御利用下さい。下
記は今月の新刊紹介です。

書名 著者

『子どもが動き出す授業づくり』 上野山小百合 著
－総合・道徳・保健の時間にできる

「主体的・対話的で深い学び」－

『世界一わかりやすい！ 会話形式で学ぶ、 岡田京子著
図画工作科の授業づくり』

小学校 これだけは知っておきたい 白旗和也 著新「体育の授業」の基本』

『小学校 図工の授業づくり はじめの一歩』南育子 著
『面白理科授業の極意 未知への探求で

左巻健男 著好奇心をかき立てる感動の理科授業』
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所長 平安山 敏和

「
第
４
回

情
報
教
育
研
修
会
」
～
小
林
努

氏

講
演
～

所

長

平
安
山

敏
和

十
一
月
後
半
か
ら
沖
縄
で
も
冬
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
各
園
・
学
校
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
特
に
子
ど
も
の
体
調
管
理
に
つ
い

て
注
意
喚
起
し
な
が
ら
、
充
実
し
た
教
育
実
践
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

十
一
月
二
十
八
日
の
「
第
四
回
情
報
教
育
研
修
会
（
講
演
会
）
」
の
開
催
の
際
に
は
、
各
学
校

か
ら
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
、
文
部
科
学
省

初
等
中
等
教
育
局

情
報
教
育
・
外
国
語
教
育
課

情
報
教
育
振
興

室
室
長
補
佐

小
林
努
氏
を
お
招
き
し
て
、「
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

（
※
１
）
の
授
業
づ
く
り
に
向
け
て
」
を
演
題
に
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
で
は
、「
新
た
な
社
会Society5.0

の
到
来
」「
新
学
習
指
導
要
領
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
関
連
）
」
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
育
む
資
質
能
力(

※
１)

」
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考(

※

２)

と
情
報
活
用
能
力
の
育
成
」
「
指
導
事
例
５
学
年
算
数
・
６
学
年
理
科
」
「
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

掲
載
の
サ
ン
プ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
例
」「
新
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
情
報
活
用
能
力
育
成
」

「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
必
要
性
」
「
我
が
国
の
教
育
の
今
後
の
方
向
性
」
な
ど
に
つ
い
て
説
明
や

紹
介
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
左
記
の
趣
旨
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

・
い
ろ
い
ろ
な
情
報
（
教
育
）
の
サ
イ
ト
等
の
紹
介
も
あ
り
、
是
非
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
い
。

・
こ
れ
か
ら
生
き
抜
く
こ
ど
も
達
の
た
め
に
、
少
し
ず
つ
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
機
会
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
感
じ
た
。

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
（
教
育
）
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
、
教
師
側
が
不
安
に
な
っ
て
い
る
が

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
慣
れ
親
し
ま
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
」
と
聞
い
て
安
心
し
た
。

・
具
体
的
な
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
）
指
導
法
の
例
な
ど
を
知
り
た
い
。

・
今
、国
や
世
界
が
求
め
て
い
る
教
育
が
本
当
に
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に
な
る
の
か
、

「Society5.0

に
よ
る
人
間
中
心
の
社
会
」
は
本
当
に
未
来
の
た
め
に
な
る
の
か
、
あ
ま
り

に
も
急
激
な
変
化
の
様
な
感
じ
を
受
け
不
安
の
方
が
大
き
い
。

・
次
年
度
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
が
、
ま
だ
充
分
な
準
備
（
知
識
・
ス
キ
ル
）
が
で
き
て
い
な
い

と
感
じ
不
安
の
方
が
大
き
い
。

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
布
済
み
の
学
校
の
公
開
授
業
と
全
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
布
を
希
望
。

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
那
覇
市
内
の
学
校
で
子
ど
も
達
が
学
べ
る
環
境
に
あ
る
か
疑
問
。

・
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
学
校
や
市
で
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
た
。

本
研
究
所
と
し
て
も
、
今
回
の
講
演
や
参
加
者
の
皆
様
の
感
想
か
ら
、
今
後
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
に
関
す
る
実
践
事
例
の
提
示
や
、
情
報
機
器
の
整
備
・
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
が
急
務

で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
情
報
教
育
の
充
実
に
資
す
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(

※
１)

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
育
む
資
質
能
力
「
【
知
識
及
び
技
能
】
身
近
な
生
活
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
問
題
の
解
決
に
は
必
要
な
手
順
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く

こ
と
。【
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
】
発
達
の
段
階
に
即
し
て｢

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考｣

を
育
成
す
る
こ
と
。【
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
】
発
達
の
段
階
に
即
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
働
き
を
よ
り
よ
い
人
生
や
社
会
づ
く
り
に
生
か
そ
う
と
す
る
態
度
を
涵
養
す
る
こ
と
。」

(

※
２)

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
「
自
分
が
意
図
す
る
一
連
の
活
動
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
動
き
の
組
合
せ
が
必
要
で
あ
り
、
一
つ
一
つ
の
動
き
に
対
応
し
た
記
号
を
、
ど
の
よ

う
に
組
み
合
わ
せ
た
ら
い
い
の
か
、
記
号
の
組
合
せ
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
け
ば
、
よ
り

意
図
し
た
活
動
に
近
づ
く
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
論
理
的
に
考
え
て
い
く
力
」（
小
学
校
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
手
引
（
第
二
版
）
平
成
三
十
年
十
一
月
文
部
科
学
省P9,13

よ
り
抜
粋
）

３日 (火) 第１２回 中堅教諭等資質向上研修（厚）

５日 (木) 第1３回 初任者研修【特活 G研】
12日 (木) 第4回 初任研指導教員等連絡協議会（厚）

「中堅教諭等資質向上研修」の研究授業が終了しまし
た。３５名の小・中学校教諭が道徳科もしくは学級活動
の研究授業を公開し、授業づくりを通して、個人の課題
解決に取り組みました。研究授業には、教育研究所指導
主事、学校教育課指導主事、教育相談課指導主事が参加
し、指導助言を行いました。
関係校では、校長先生や教頭先生を中心に、校内の先

生方からも多くの示唆を含む助言がありました。御協力
ありがとうございました。
また「教職2年目研修」「教職３年目研修」の研究授

業に関しましては令和２年１月までの取組となります。
引き続き、よろしくお願いいたします。

指導主事参加 研究授業・授業研究会検討会


